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米中接近、
中国の
凶
器加、

さ
らに
具体的な風間

安滋げるも・

ドル
防衛問魁
それにパン
グ
ラデ

の
と
鳳わ
れ
る。
い
うまで
も
な

シ

五あぐ

る印パ
戦争と、
七O

く、
沖縄
返以後の日米
農も

年代周

際政治の流励
が、
従来に

とれまでにない
新しい
試練の
局

ない
大き
な
潮流
となっ
てほ
とは

函を
迎えるζ
とになろ
う。

しっ
た一
九七一
年
はおわっ
た，

そうした
録滋の
なかで
今日
の

新しい一
九
七二
年の世
界は、
ど

国際社会を九てみ
やと、
一
方で

のよ・つな問
勉に
町商し、
ど
のよ

は、
米・
中・
ソ三
大国の滋腐な

A迂方向に

腹開ずるので

あるつ

舛交
が、「ヘ
ピはナメ
クジを
品川
れ

か。
七一
年
に生
起
した
国
際的
変

ナメ
クジはカエ
ル
を恐
れ、
ヵェ

紛が、

いずれも予
知却を上まわ
る

ル
はヘ
ピを
恐れる」
よ
うに
文
字

変化で
あっ
たの
にたい
し、
本
年

ど
おりr三
線（
さんすくみY
と

の位
界は、
ニ
クソン
街中、

問飴

なっ
て
展開され、
そ－puた
大国

ソ
とい
う大き

な創刊交感祭がすで

聞の
思

恕や利岱が
申守dま
す彼終

にタイム・
テーブル
に
扮り込
み

は交
錯して
ゆくととにな
るつ。

ずみで
あるように、
七一
俸に
生

だか
ら、周辺で
は
明日
も
蕊た「
会

じた

相川容花街流に
採っ
て、

織は
踊る」
のではなかろ
ゑ・

他
方、
中東紛
争、
イン
ドシ
ナ

峨争、
間消
朝鮮の
問題、
そし

て、
なによりも今閣の
東パ
キス

タン
問思ほ
見
られるように、
今

日
の世
界には、
そうした
大国
間

のパ
ワ
1・
ポ
リ
ティ
クス（稲
力

政治）
が
解決
し俗ない
ドロ
ドロ

した
民銭的・
人総的・
宗
教的・

イデオロ
ギー的な対立
が憎怒
と

怨
恨の血
戦となっ
て角
巡し
あっ

ている
と
い－
長いの
なさ
があ

る。
い
ま
や
国際
他時代が
開務

し、
中国の国述診
加によっ
て、

間際
政治

はよ竹川以上に組
織化
ぢ

れ、
機m化されよ

うとしてい
る

矢先、
とのよ
うな
問題
が、
あた

かも

裂代文
明へ

の銚峨の
よ
うな

かたちでわ
れわ
れのエ
モ
lシg

ン

を刺激しつつ
起
ζっ
てい
る事

尖を、
わ
むわ
れは
深く
巧えて
ゆ

かねばな
Adない。

も
とより、
これらの
すべ
ての

問題
花関巡して、
国際社会に
お

ける「
中間閣の
影」
は、
当商
さ
ら

に
広
ま
り
深
まっ
て
ゆくで
あろ

う。
そして、
従来、
世
界の被
抑

圧民
族、

被叩制圧人民の
リーダー

で
あり、
チャ
ン
ピ
オン
で
あるζ

とそ
自他
ともに
持してい
た中国

は、
世
界の圧
倒的多訟の鼠々
の

支持を
得て、
つい
に国速にRM均

した。
そして、
すでに中閣は、

閣

巡総会や
安保恕
事会とい・
〔醤

際政治の
桧舞台で、
米ソ二
大尉

の世
界交関・
建

議事滋し
く

非難し、
岡崎に、
中閣は米ソの

よ
うな「超
大国」
へ
の

近出剖引

ない
として、
予知国
された
とお

り、
中
国の
「超
大国
拒否
定む」

を世
界に向けて
発したので
あっ

たa
だ
がζ
ζで
間勉は、
で
は中

尉白・封
は、
はたし

て大国主読
な

い
しは
大国の
ぬ廻
そのものを、

み
ずから句行動におい

ても峻拒

（しゅ
んきょ）
し得るの
かど
う

か
とい
うζ
とで
あ右。

たしかに中国の倫
理は、
米ソ

た）。また、
国述議場直
後に当
面

二

大関批
判
としては、
正
当
性と

した東パ
キスタン
間
組H
即パ
峨

脱得
性をもっ
てい
る。
だ
がこ
n

φにたい
す

る申出の
惣度は、
中

今回の
米
中
接近
そのもの
が、
－
閣の
ロ繋の
う
えでの従
来の
主
張

さわ
めて
大間
主
務的
な行
動で
あ

とは
大きく
拠なるもので
あっ
た

っ
た
とい
う
印象
は
否
めない
し

（少
なく
とも北ベ
ト
ナム
に
とっ

てはそのように
殴っ
たので
あっ

といわ
さる
を得ない・
乙ζ
に
従

来
とちがっ
て、
国際秩
序の
体制

側の一
誌を

すでに抱い、
最
近守

は「
関巡鰍怠の粉
神」
さ
え強
関

しはじめてい

る中箇
が、

みずか

らパ
ワl・
ポりティ
クスの
滋拐

に組
み込
寂れ
てゆ
きつつ
ある
と

い
う新
しい
応簡
が出はじめてい

るζ
と

務福織で畠
中ょ
う・

今回、
すでにベ
ト
ナム

峨争以

上の
犠牲者を
出している
とい
わ

中

嶋

嶺
雄

れ

る東パ
キスタン
問問に
郎レ
て

み
るならば、
中間は、

みずか
ら

の
ナシコ
ナル・
イン
タレ
スト
と

中ソ対立、
中間対立
とい
う尚
氏

の
なかで、
一
お
して
叩抑
圧者の

ゃ

な

し
、

側、
つ
まり硲パ
キ
スタン
叙
事政

権
管支
持してさたレ、．「人民
回

線」
は、
パン
Z
Zずν品
につ
い

て、

あのような惣惨なパ
キスタ

ン内部におけるべ
ンガル
人鐙
別

の
問問聞
がそ
とはありーザで－puた

なかでペ
ンガル
独立を求める
大

衆
議おそ通じてア2
ミ
還を

底
倒的
多数

で支持し、
それにた

い
し茜パ
キスFJ

飯事政継
が
ラ

l
マン

総柏崎そ人授に
とり、
住
民

を軍事的に強圧し、
その
結果、

無訟の鯵民
がインドへ
救いそ求

めていっ
た
とい

う今回の
恕劇の

蕊
本的
事
実金一
行も
報
道せ
Y

に、
もっ
ぱ
らインド弊
浪、
ソ巡

非鍵の
み

そ精力的におζ
なっ
て

い
るa
そし

て結局は、
今回の勝

争にかんして、
一抑圧者の
銃
が
ア

メリカ
製で
あっ
た
と向時に中国

製でも
あっ
たと
い
う核実がそζ

に

鉛く深く残っ
てし
まっ
た。

今
回、
中聞が世

界務銘打厳か

しているζ

とは事尖で
あるが、

． 

ソ
V守つした
次混の
なかで

中闘は、

アメりふ刃をはじめ
とする世
界が

中国の
門戸

そ恒」弓ε、
いわ
ゆ

る「自由化」の外圧を中関
大陸
に

加えてくるζ
とにたい

し大き
く

耐えて
ゆかねば

忽らない。
とう

した「舛圧」にたい
して間際
化
時

代の
なかの
中閣

が今後ど
弓d対
処

してゆくの
か
とい
う

問問闘は、
去、

さに文化
大一歳
命以よの
「信組の

災験」になるで
あろ
うJT
して、

中国の
中失リーダーシッ
プにお

いては、
「林

彪失脚
」がほぼ確
実

視をhpd

そちに、
九金大会路

線

虫河合一な
変容
と修正

一がnAられ

る。
わ
れわ
れに
とっ
て一
九七二

俸は、
日中国交回復へ
向けて
さ

らに一
歩前巡する年で』拡
げれば

な皇ない
が、
同時間げ比叡
袈なζ
と

は、そのよ

豆苦・園を、つねに
広

い
視野か
ら、
わ
れわれ自身の
阪

で
見つ
めてゆくととで

あると私

は
増えてい
る。
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